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　キャビネットの役割は、地区会員に国際会長の方針を正しく伝え理解して頂くことを最大の目的と
しています。其の中で本年度は下記の事柄を重要課題として推進して参ります。
　奥山ガバナーから政策を引き継ぎ、ガバナーチームとして内容を検証した上で、地区内クラブと共
に運動を展開していきます。また、単年度では解決できない課題に対して、「継続性のある地区運営」
を合い言葉にクラブの活性化と次世代のリーダー育成に力を注ぎ、未来に繋がる中長期ビジョンを
持って地区発展のため邁進していきます。

 《国際会長・プログラム》  《ガバナーチーム・プログラム》

 《地区ガバナー・プログラム》

 《地区プログラム》

　ライオンズは新たな高みを目指して各自の夢を
追いかけるよう求められます。私たちの夢の実現
に向け努力するにあたり、タイミングよく助言し、
説明責任を共有し、チームとして物事に取り組む、
責任ある指導者が必要です。チームとして物事に
取り組むにあたっては、その成果や貢献に対して
即座に、また惜しみなく称賛することも必要です。
組織としての私たちみんなの夢は、世界中の各地
域社会の恵まれない人々に奉仕することです。こ
の夢を実現させるために、既存クラブの強化はも
とより、新しいクラブを結成し、新しい会員を勧
誘することにより、援助の手を広げなければなり
ません。それは単なる夢ではありません。私たち
のアイデンティティなのです。

①会員増強へのアクション
若年企業家会員の増強　女性企業家会員の増強
退会会員の再入会声掛け

②退会会員防止へのアクション
新入会員への徹底オリエンテーション　入会後
スポンサーによる徹底したケアー長期欠席会員
への出席声掛け

③新クラブの結成へのアクション
全て可能性のあるリジョン内地域

④支部クラブの結成へのアクション
全て可能性のあるクラブ

①継続へのアクション
　ＧＭＴ・ＧＬＴ　継続
　青年アカデミー委員会の完遂と継続
　女性会員増強維持への完遂と継続
　薬物乱用防止運動への啓発
　ＬＣＩＦ献金をクラブ個人に推進する
　ＩＴ・ＰＲ情報委員会・ホームページの継続

①献血アドバイザー制度の新設へのアクション
　献血制度の理解度を深める
②ＧＭＴ・ＧＬＴクラブコーディネーターの新設へのアクション
　クラブと地区が共有協同体となる
③主権在クラブとしてのアクション
　クラブの繁栄はクラブの洞察力によるところが大きい

①ＬＣＩＦ・拠出へのアクション
　地区内全てのクラブに拠出の啓発活動
②ＩＴ・ＰＲ情報外部発信の強化へのアクション

会報誌等を外部企業・個人に配布　ライオニズ
ムの啓発

③青少年事業へのアクション
　ＹＥＣプログラムへの啓発
　薬物乱用防止運動への啓発
　ライオンズクエストへの啓発
④環境保全と社会福祉へのアクション

中古眼鏡・古切手等リサイクル推進　環境エコ
化推進

⑤保健活動へのアクション
　献血・献眼・献腎・骨髄バンク推進
⑥国際・アジアフォーラム・複合・地区
　大会参加へのアクション

国際的視野・地域的視野・地区的視野に立って
見解を図る

2013～2014年度国際テーマのハイライト
“夢を追いかけよう”

◎チームワークによる成功
◎責任、称賛、の手の拡大
◎援助の手を拡大
◎奉仕の夢を共有

地区ガバナー基本方針
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ライオンズクラブ国際協会331-C地区
苫小牧キャビネット・ガバナースローガン（2013年～ 2014年）

ライオンズクラブ国際協会331-C地区
苫小牧キャビネット・ガバナーシンボルマーク（2013年～ 2014年）

「新たな黎明のために 一人ひとりが輝ける組織へ」

　政権交代が行われた昨年、物価上昇などへの期待
感から株高や円安が進み出しました。経済の行方は
未だ確固としたものとはなっておりませんが、時代は
新たな価値を見出すことを必要としていると感じます。
　また、情報伝達技術が急速に発展し、多くの情報
が容易に手に入るようになった一方で、ものごとの価
値感の世代間格差、多様化が広がりを見せておりま
す。今後は、我々の地区も現在に至るまでの伝統や歴
史を検証し踏襲しつつも、更なる魅力ある組織づくり
を推進するために、多様な価値観を受け止めマンネリ
からの脱却と新たな成長戦略を実践していかなけれ
ばなりません。
　その上で、現在抱えている課題を共通認識として解
決していき、次代へ繋ぐことができる魅力ある組織と
なるべく、本年のガバナー・スローガンを“新たな黎明

のために　一人ひとりが輝ける組織へ”とし、キーワー
ドを“向上心”とさせていただきました。
　このスローガンと、キーワードを合い言葉に個々が
“いかにあるべきか”を見いだし、明るく楽しい例会運
営を進めると共に、ライオンズの目的、道徳綱領の理
解を深め、会員の資質向上を図ることで、地域におけ
る各々のクラブ存在意義をより鮮明にし、キャビネット
との創意を結集させ更なる魅力ある組織づくりを推進
してまいります。
　また、2013 ～ 2014年度国際会長テーマとして掲げ
る “Follow your DREAM” ～夢を追いかけよう～
夢と希望を追い求める我々の奉仕活動が、次代に光明
を差せるように、チームワークによるキャビネットの活用
を図り出来る限りのクラブ支援（の拡大）を行います。

キーワード：向 上 心

ガバナーバッチ・デザインコンセプト
　苫小牧市の鳥「白鳥」の羽根をモチーフにシンボルマークと致しました。
　白鳥の羽根は軸を中心に多数の羽枝で構成されています。
　この構造によって、羽毛の間には空気の層が創られ、何千キロもの空を旅する
白鳥を厳しい寒さから身を守るとともに、水面に浮かぶことを可能にします。

　優雅で力強い白鳥の姿の元となるこの構造を 331-C 地区の組織に
見立てました。軸となるガバナーを中心に「５」のリジョンで束ね
られたクラブは「53」の羽枝で構成されております。
　※ライオンズクラブマークの周囲にはＣ地区の「Ｃ」を配置。

地区ガバナースローガン・シンボルマーク
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ガバナー就任ごあいさつ

　盛夏の候、夏空がひときわまぶしく
感じられる季節となりました。各位に
おかれましては益々ご健勝のこととお
慶び申し上げます。また、日頃よりラ
イオニズム高揚に御精進いただき深く
感謝の念に堪えません。
　さて、先般行われた第96回
ライオンズクラブ国際協会ド
イツ・ハンブルグ国際大会に
おいて、全国35地区のガバ
ナー・エレクトの皆様と共に、
２日のオリエンテーション、
３日～５日は恒例のエレク
ト・セミナーに参加、セミナー
では、本年の詳細な国際テー
マとヴィジョンについて習得。

また、国際大会の前日には、インター
ナショナルパレードに参加、331－Ｃ
地区中嶋名誉顧問会議長、奥山ガバナ
－と共に、快晴の空の下で誇らしい気
持ちで行進する事ができました。そし
て、大会最終日の７月９日、新任され
たバリーＪパーマー国際会長から「エ
レクト」のリボンを外す合図がなされ、
奥山ガバナーの手により、リボンを外
していただき、331－Ｃ地区のガバ
ナーに就任いたしました。特に閉会式
でのバリーＪパーマー国際会長の就任
挨拶では、今年のスローガンである
“Follow your DREAM” ～夢を追いか
けよう～「夢と希望を追い求める我々
の奉仕活動が、次代に光明を差せるよ
うに」のテーマをより具体的に且つ情
熱的にお話され、多くの奉仕活動の実
績に裏打ちされた内容で大変感銘を受

331-C 地区
地区ガバナー

Ｌ髙 橋  和 雄
（苫小牧ＬＣ）

「就任のご挨拶」

国際会長バリーＪパーマー夫妻と記念撮影



5THE LIONS ECHO

けました。大会を通じて、晴れがまし
い気持ちと、重責に心引き締まる思い
が入り混じり、地区運営の責任の重大
さを実感しました。改めて331-Ｃ地区
の会員の皆様には、本年一年の絶大な
ご支援をお願いすると共に、私自身、全
身全霊を込めて職責に当たる事をお誓
い致します。また、今回頂いた資料、メ
モを取った内容は大変に多く、私なり
に消化して様々な機会に皆様にお話し、
共感・共有を図って参りたいと思い
ます。

　来る７月13日からＧＭＴ／ＧＬＴ
合同全体研修会を皮切りに、７月19 ～
20日第１回キャビネット会議、26日か
らガバナー公式訪問がスタート致しま
すが、今後とも準地区一枚岩となり、絆
を強く、友情を深め奉仕の和が広がる
よう会員皆様方のご協力をお願い申し
上げますと共に、331－Ｃ地区の発展
の為にご指導、ご鞭撻を賜りますよう
衷心よりお願い申し上げガバナーの就
任の挨拶と致します。何卒この一年、宜
しくお願い申し上げます。

第59回地区年時大会（函館）より
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　昨年は、微力なガバナーに大きなお力添えをい
ただき感謝申し上げます。
　ライオンズクラブ長い歴史がゆえに多様化して
いる価値観、その多様化された価値観を、今に合っ
た見識をもって適格に捉え、実践することが、未
来に沿ったライオンズクラブとして進化されるも
のと確信をもって進めて参りました。
第59回地区年次大会に於いて地区ガバナーＬ髙
橋和雄率いる苫小牧キャビネットへバトンタッチ
させて頂きました。弊職の体験から、建設的に提
案された意見であっても、それを前向きに捉えな
ければ、ものごとの進歩はあり得ません。Ｃ地区
活性化の為に、クラブ・キャビネットの枠を超え
た、深いご理解が必要不可欠なので御座います。弊
時期に賜った以上にご協力をお願い申し上げます。
　今後とも地区ガバナーを支えながら、「ライオン
にはあがりが無い」のとおり、地区名誉顧問の方々
と呼応をもって、Ｃ地区の次代に希望をもてるよ
う精励恪勤に努め、活動を展開して参ります。

　今年５月の函館大会で第１副地区ガバナーを拝
命した事に対して、御礼とともに心より感謝申し
上げます。
　来年のガバナーエレクト就任に向けて、いよい
よ今年１年間はＬ髙橋ガバナーチームのけん引役
としてＣ地区活性化のために、Ｌ佐々木第２副地
区ガバナーと共に粉骨砕身行動する覚悟です。

　特にクラブ会員強化問題など、様々なテーマが
山積しております。問題解決のために、ライオン
各位の皆さまの絶大なるご支援ご協力を、お願い
申し上げます。

　５月18日、331-Ｃ第59回地区年次大会代議員総
会にて、代議員の多くの皆さんによって選出され
晴れて第２副地区ガバナーになりました。それか
ら１ヶ月余り、やっとその自覚が徐々にではあり
ますが芽生え、身の引き締まる思いです。
　ガバナーへの道程の２年間、どう自分なりのラ
イオンズの花を咲かせるかを模索し、そしてこの
地区の会員のリーダーとしての誇りと、未来への
挑戦をする素地を作り上げていきたいと考えてお
りますので、会員の皆さんのライオンズへの知恵
をお借りして共有していきたいと思っております。
　これからの２年間よろしくお願い申し上げまし
て就任の挨拶と致します。

　今期、地区結成第60回地区の苫小牧キャビネッ
ト、節目（単なる歴史の通過点）であるが、そこ
から改めて発信をしていきたいと思っています。
　大変厳しい経済情勢の中に会員の維持、減少に
歯止めがかからず、各クラブに於いては危機感を
持って会員増強に苦慮しているとご推察しており
ます。

役員ごあいさつ

前地区ガバナー

Ｌ奥 山　幸 一
（函館臥牛ＬＣ）

地区名誉顧問会議長
就任にあたり

第１副地区ガバナー

Ｌ松 浦　則 雄
（函館北斗ＬＣ）

就任あいさつ

第２副地区ガバナー

Ｌ佐々木 忠康
（小樽ＬＣ）

就任あいさつ

キャビネット幹事

Ｌ大 槻  泰 夫
（苫小牧ＬＣ）

331-Ｃ地区
結成60周年に思う
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　その中にあって、私自身はキャビネット幹事を
引き受ける様な器で無いことを解っておりました
がクラブ内事情も有りこの様な事に成りました。
　ここで、原点に戻りライオンズの使命を再確認
し基本を踏まえながら変えるところは変え、クラ
ブ活性化のためにキャビネット運営をして参りた
いと存じますので、会員皆様方のより一層のご支
援を心よりお願い申し上げます。

THE LIONS ECHO NO.1
　この度、Ｌ髙橋地区ガバナーの元でキャビネッ
ト会計を運営するに当り、331−Ｃ地区会員の皆様
にご挨拶申しあげます。今年度は地区結成60周年
という縁起のよい節目にあたり苫小牧キャビネッ
トの運営が円滑に行くよう願っております。
　ガバナースローガン「新たな黎明のために　一
人ひとりが輝ける組織へ」キーワードは“向上心”
この言葉を大切にしながら意義ある年度になるよ
う53クラブ会員皆樣方との連携協調を図りなが
ら運営に努力する所存でございますので、メン
バー各位の暖かいご支援、ご協力を賜わりますよ
うお願い申し上げます。
　今回キャビネット会計の重責をお受けしたのは、
髙橋地区ガバナーとは昭和57年同年にライオン
ズクラブへ入会し今日に至っております。月日の
たつのは早いものでかれこれ31年もの付き合い
になってしまいました。この年苫小牧ＬＣから初
めての宮崎ガバナーが誕生し、この３年後には瀬
野ガバナー（1998 ～ 1999）が誕生しております。
あれから14年がたち髙橋ガバナーの出番がまい
りました。今年度は地区結成60年という節目の記
念すべき年度になりますので、ガバナーキーワー
ド（向上心）を大切にしながら意義ある年度にし
たいと思っています。５リジョンの皆樣方にはな

にかとお願い事に上がると思いますが、何卒ウィ
サーブ精神で受けとめていただけたらと思ってお
ります。これからはキャビネット役員一同誠心誠
意努力して参りますので、メンバー各位の暖かい
ご支援ご協力をお願いしてご挨拶と致します。

　一昨年設置されました地区ＧＭＴ３年目となり
ます今年度も同じ役職となりますが、よろしくお
願い致します。
　昨年度まで行ってきましたＧＭＴの活動方針を
もとに、今年度は、ＤＶＤ「ライオンズクラブと
は？」の活用、各クラブにおける問題提起となる
ディスカッションの方法など、さらに深く掘り下
げより密度のある対策を探ってみたいと思います。
　ＧＭＴ構想の最終年となりますが、会員増強に
向けて、一生懸命頑張っていく所存です。今年度、
一緒に行動を共にする各リジョン・チェアパーソ
ンの皆様によろしく申し上げて就任の挨拶と致し
ます。

　ＧＬＴ地区コーディネーターを拝命してあっと
いう間に、２年間が過ぎ去りました。ガリバー的
な奉仕団体のライオンズがイノベーションを果た
すのには時間を要する。丁度大企業が大型空母に

役員ごあいさつ

キャビネット会計

Ｌ峯　 繁實
（苫小牧ＬＣ）

地区ＧＭＴコーディネーター

Ｌ坂 本  誠 一
（余市ＬＣ）

地区ＧＭＴ
就任あいさつ

地区ＧＬＴ地区コーディネーター

Ｌ藤 井  幹 久
（室蘭東ＬＣ）

ＧＬＴ地区
コーディネーターとして
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例えられるのと同じなのかも知れない。
　しかしＣ地区に於いては数年前から始まったＺ
Ｃの行動と意識のチェンジ、少しずつでは有るが
変革の兆しが見え始めていると感じております。
　奥山前ガバナーが設置したクラブＧＬＴについ
ては私の力不足で第１、ＧＬＴは第２副会長若し
くは指導力委員長にと、明確に指示を戴いたので
皆様に協力を戴きながら研鑽を積んでクラブ活性
化のために、顔晴り

4 4 4

たいと思います。

　本格的な夏を迎えメンバーの皆様に取りまして
は益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。
　此の度は長期計画リサーチ委員長を拝命する事
に成りました。いよいよ髙橋ガバナーによる新体
制のスタートが切られました。これからの１年間
少しでもお役に立つ事が出来れば幸いです。ガバ
ナーのサポート役として微力で有りますがお手伝
いさせて頂きます。
　苫小牧は気候も夏は温暖で過ごしやすく、そし
て苫小牧港は道央圏の玄関としてこれから益々期
待されている地域でもあります。331-Ｃ地区がこ
れからも皆様と共に発展する事を願い就任の御挨
拶とさせて頂きます。有り難うございまいした。

　この度、第60回地区年次大会の委員長を仰せつ
かり責任の重さを痛感致して居ります。

　大役ではございますが、地区ガバナ―髙橋和雄
Ｌのスローガン「新たな黎明のために一人ひとり
が輝ける組織へ」その集大成となる地区大会がラ
イオニズムの高揚の場として見事完成する様、大
会委員会、ホストクラブ、地区内53クラブの皆様
のご支援をいただきながら役割を果たしてまいり
ます。
　苫小牧市は豊かな自然と海の幸がたくさん御座
います。ホストクラブ、苫小牧市民と共に多数の
ライオン並びにラインレディーの皆様を心から歓
迎申し上げます。

　2013 ～ 2014年度、国際協会331-Ｃ地区ガバ
ナーＬ髙橋和雄のもと、キャビネット運営委員長
の大役を引き受ける事になりました。
　ガバナースローガン「新たな黎明のために 一人
ひとりが輝ける組織へ」
　キーワード『向上心』を基本といたし、地区ガ
バナー及び各役員のご指導、ご協力を頂きながら
スムーズなキャビネットの運営に心がける所存で
ございます。
　331-Ｃ地区メンバー各位のご支援の程、宜しく
お願い申し上げご挨拶とさせていただきます。

　この度、苫小牧キャビネットよりライオンズク
エスト委員長就任の要請があり、不慣れではあり

役員ごあいさつ

長期計画リサーチ委員長

Ｌ中 嶋  　 辛
（室蘭北斗ＬＣ）

就任の御挨拶

大会委員会委員長

Ｌ石 丸  保 志
（苫小牧ハスカップＬＣ）

キャビネット運営委員長

Ｌ前 多  孝 行
（苫小牧ＬＣ）

ライオンズクエスト委員会
委員長

Ｌ及 川  隆 人
（苫小牧ハスカップＬＣ）
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ますが、お引受けすることとなりました。数年前
に所属の苫小牧ハスカップライオンズクラブより、
ライオンズクエストプログラムを受講しなさいと
の後押しがありまして、修了証をいただいてから
数年後に、まさか委員長になるとは思ってもおり
ませんでした。その時の感想は、受講前は「面倒
だなあ」でしたが、終了したときは「これはすご
いプログラムだ」でした。
　今回要請については、自分には本当にできるだ
ろうかと躊躇しましたが、お引受けしたからには
努力精進をいたす所存です。
　さて、ライオンズクエストプログラムは、≪人
生（ライフ）を豊かにする能力（スキル）≫を子
供達に学習を通して、責任感、自立心、正しい判
断力、そして仲間との協力など、生涯役立つ生き
るちから、行動する力を育てることを目指してい
ます。
　これは、すばらしいプログラムであり、これを
受講した先生、保護者、ライオンズメンバー、そ
して、なによりも実践した子供達はより強いライ
フスキル身に着けることとなるでしょう。
　これより１年間331－Ｃ地区の皆様の、ご支援
とご協力を得て、進めて参りたいと思いますので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　この度、髙橋和雄ガバナーのもとに献血・献眼・
献腎、保健委員会委員長として微力ではございま
すが１年間、会員皆様のご協力をいただきまして
職務を遂行していきたく思っております。
　我が国における“献血”の重要性は多くの国民に
認知され、我がライオンズクラブメンバーへの周
知はもとより、この事業を継続させることが大切
だと考えております。
　血液は保存期間が短く、また人工的につくるこ

とも出来ません。
　今後も更に地区全体の事業として、協力を盛り
上げていきたいと思っております。
どうか331-Ｃ地区各クラブの皆様に、寛大なる心
で１年間ご協力のほど宜しくお願い致します。

　今年度、女性会員増強維持・ライオネス委員会
委員長の大役を拝命することになりました木戸義
光です。
　昨年度は先輩会員の皆様に色々とお力添えをい
ただき、どうにかＰＲ委員会委員長を務め上げる
ことが出来ました。役割こそ変わりますが、今日
までの経験を生かし、一人でも多くの女性会員の
増強を目指していきたいと思っております。
　まだまだ不慣れで至らない点も多くなってしま
うとは思いますが、一年間一生懸命やらせていた
だきますので、会員の皆様のあたたかい御協力と
御指導を頂けますようお願い申し上げます。

　2013 ～ 2014 331-Ｃ地区　国際大会参加 ・国
際協調委員会委員長にご指名を頂き、引き受ける
ことになりました。力不足と重責を感じ、身の引
き締まる思いで一杯です。
　地区ガバナーＬ髙橋和雄が掲げるスローガン

『新たな黎明のために、一人ひとりが輝ける組織
へ』を念頭に会員の皆様にご案内を申し上げご協

役員ごあいさつ

献血・献眼・献腎
保健委員会委員長

Ｌ伊 尾  　 忠
（苫小牧白鳥ＬＣ）

女性会員増強維持・
ライオネス委員会委員長

Ｌ木戸  義 光
（苫小牧白鳥ＬＣ）

国際大会参加
国際協調委員会委員長

Ｌ馬 場  金太郎
（苫小牧ハスカップＬＣ）
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力をお願いして進めて行く所存でおります。
　念頭にライオン誌2013年6月号P23 ～ 28ライ
オンズニュースカセットにこれからの国際大会の
開催地や予定地が記載されています。任期まで責
務を全う出来る様に、経験豊富なライオンメン
バーにご協力得ながら進めて行こうと思っていま
す。
　又、331-Ａ、331-B地区キャビネットとの連携
を図りながら国際的視野に立った奉仕活動を進め
ることが、出来ればと考えております。何卒、会
員みなさまの特段のご協力を賜わりますよう心か
らお願い申し上げ就任のご挨拶とさせてい頂きま
す。

　この度、環境保全・社会福祉委員会委員長に就
任いたしました苫小牧白鳥ライオンズクラブのＬ
村川　馨です。
　ガバナーチーム・プログラムに、環境保全と社
会福祉へのアクションとして中古眼鏡・古切手な
どのリサイクル・環境エコ化の推進があります。
　中古眼鏡に関しては、発展途上国の方々に奉仕
の一役になればと思います。なにはともあれ、す
べてが初めての経験ですのでキャビネット役員の
皆樣方の協力とご指導のほど宜しくお願いいたし
ます。

　1962年、国際協会がYEプログラムの実施を決
定し、さらに2007年には同プログラムは国際ユー
スキャンプ・プログラムと一本化されYCEプログ
ラムとなり、現在多くのクラブのお世話になりな
がらこのプログラムは推進されています。
　この長い歴史と伝統のあるプログラムは、「世界
の人々の間に相互理解の精神をつちかい発展させ
る」というライオニズムの第一目的を推進するた
めのひとつの手段として行われていることはご高
尚の通りです。
　各国の伝統やしきたりを理解せずに世界を語る
ことはできませんが、経済活動や芸術、特にITの
分野では多くの垣根が取り払われグローバルな一
つの世界が形成されつつあります。
　これらの状況において、次代を担う若い人たち
へYCEプログラムを通じて地区クラブの皆様のご
協力を仰ぎながら、わずかながらのお手伝いをさ
せていただく所存です。
なお一層のご理解とご支援を心からお願い申し上
げます。

　今期、青年アカデミー・アラート委員長をお引
き受けすることとなりました苫小牧中央ライオン
ズＬ川西新一と申します。当委員会は初めてです
ので、経験豊かなＬ髙橋和雄ガバナー並びに諸先
輩ライオンのご指導、ご協力をいただきながら１
年間汗をかいて参りたいと思います。

役員ごあいさつ

環境保全・
社会福祉委員会委員長

Ｌ村 川  　 馨
（苫小牧白鳥ＬＣ）

青年アカデミー・
アラート委員会委員長

Ｌ川 西  新 一
（苫小牧中央ＬＣ）

青少年キャンプ及び
交換委員長

Ｌ工 藤  伸 哉
（苫小牧ＬＣ）

次代を担う若者の派遣・
受入れにご支援ご協力を
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　３年をめどに発足した地区青年アカデミー委員
会ですが、今年で４年目に入ります。この間、メ
ンバーの間では活発に活動を続けてきており今年
度からはアラート委員会（緊急時対応）も併せて
行うこととなりました。「継続性のある地区運営」
をとの髙橋ガバナーの思いをたいせつに、ガバ
ナーチームプログラムの一つとして委員会の活動
が活発にになるように努力したいと思います。若
手会員の資質の向上及びメールやインターネット
等を活用して各クラブ会員間のコミュニケーショ
ンを活発にし、誇り高い奉仕活動のモチべーショ
ンを高めるとの当初の目的を再確認して一年間活
動したいと考えております。現在も多数のメン
バーがネットで交流しております。
　アカデミーに参加されているメンバーに加え、
参加されていないクラブ・会員の皆様にも是非参
加していただきたいと思います。５名の副委員長
とともに一年間活動いたしますので、会員皆様の
ご支援、ご協力を宜しくお願いいたします。

　2013～2014年度　苫小牧キャビネットで青少
年指導委員長として、青少年指導委員会を担当さ
せていただくことになりました。
　当委員会最大の活動目標は、青少年の薬物乱用
防止であります。
　前、委員会同様にライオンズメンバーのご協力
を得ながら、学校の先生・父母の方々にご協力を
お願いして将来のある子供達の為に、いかに薬物
が危険であるかを教えて行わればと思っておりま
す。
　どうかライオンズメンバーの皆様の御協力と御
支援をお願い申し上げて就任の挨拶にかえさせて
いただきます。

　苫小牧キャビネットにて、ＰＲ・情報・ＩＴ委
員会の委員長をさせて頂く事になりました。
　苫小牧ライオンズクラブ所属 岩崎 悦雄です。
ＩＴは副委員長としまして小樽ライオンズクラブ
所属 小倉 栄治Ｌ、ＰＲ情報は副委員長としまし
て、苫小牧ライオンズクラブ所属 藤川　学Ｌ他委
員３名で、前函館キャビネットで良き物は引き継
ぎつつ、331-C地区53クラブ協力を得ながら、ブ
ログでありアクテビティであり情報を発信して行
きたいと思っております。各クラブ、ライオンズ
メンバーの皆さま情報の提供よろしくお願いしま
す、以上就任の挨拶と致します。

　この度、リジョンチェアパ－ソンという大役を
任命され、その責務の重さを痛感しております。
　私はライオンズクラブに入会して32年、77歳の
最古参兵に成りました、昨今は体力の衰え感じる
こともありますが、元気だけは誰にも負けないと
思っております、ＬＣのためになるならばと決し
て、この任務を受ける事にしました。
　さて、昨今は経済情勢の厳しい中、奉仕活動を
行うことは、なかなか難しく成っておりますが、い
ろいろ工夫する事によりまだまだ方法があると信
じており、昔は良かった、以前はこうした、と言
うことは考え直す時期に来ていると思います。
　皆様と、特に若手と言われる方々と話す事によ
り、明るく、楽しい事が、これから先ＬＣは健在

役員ごあいさつ

ＰＲ・情報・ＩＴ委員会委員長

Ｌ岩 崎  悦 雄
（苫小牧ＬＣ）

青少年指導委員会委員長

Ｌ大 坪  　 優
（苫小牧中央ＬＣ）

第１Ｒリジョンチェアパーソン

Ｌ酒 井  好 一
（函館北斗ＬＣ）



12 THE LIONS ECHO

であると思います。
　１年間　リジョンチェアパーソンとして頑張り
たいと思いますので、皆様のご支援ご協力を心よ
り御願い申し上げます。

　この度、331-Ｃ地区、ガバナーＬ髙橋和雄のも
と第１Ｒ第1Ｚゾーンチェアパーソンを拝命し、
任務の重大さに身の引き締まる思いでございます。
ガバナースローガン「新たな黎明のために一人ひ
とりが輝ける組織へ」を胸に抱き、リジョンチェ
アパーソンＬ酒井好一のご指導を仰ぎながら、第
１Ｚ役員の皆さん、会員の皆さんと「仲良く　楽
しく」「友情と絆」を深め、ゾーン内クラブの活性
化とともに、クラブ、メンバー一人ひとりが輝け
るように頑張って進みたいと思います。
　ＧＬＴ共々一年間、勉強致しますので、皆さん
どうぞよろしくお願いいたします。

　2013年７月１日付で、Ｌ髙橋和雄ガバナーの
キャビネットに於いて、第１リジョン第２ゾーン
のゾーンチェアパーソンを拝命いたしました函館
北斗ライオンズ所属のＬ中山守です。
　今期ガバナーのスローガンは『新たな黎明のた
めに一人ひとりが輝ける組織へ』です。同じ所属
の第１リジョンリジョンチェアパーソンのＬ酒井
好一の指導采配下でＬ髙橋ガバナーより託された

ポジションを全うする為、微力ながら誠心誠意頑
張る所存であります。又、会員の減少問題は、経
済問題、会員の高齢化、アクトのマンネリ感等多々
有ると思いますが、この会員減少だけは打破しな
ければならないと思っております。
　Ｌ全員が誇りと情熱を持ち、友愛と寛容の基本
理念を基に地域社会に心ある奉仕活動する事を理
想にし、邁進して行きたいと思っておりますので、
ご支援ご鞭撻ご協力の程よろしくお願い申し上げ
ます。

　今年度苫小牧キャビネット、Ｌ髙橋和雄ガバ
ナーのもと、第２リジョンのリジョンチェアパー
ソンを引き受けることになりました。仕事柄、時
間が取れないこともあり、一度は固辞させて頂き
ましたが、他に引き受けるライオンがいないとの
事情から就任することになりました。長年小樽グ
リーンライオンズクラブのメンバーとして活動し、
会長をすでに３回引き受けていますが、キャビ
ネットの仕事は殆ど分かりません。ただ、吉田キャ
ビネットでリジョン委員、小玉キャビネットで
ゾーンチェアパーソンと苫小牧に縁があります。
第２リジョンの皆様には、至らないことが多く、御
迷惑をお掛けすることになりますが、Ｌ髙橋和雄
ガバナーを支えるため、微力ながらも精一杯活動
させて頂きますので、御協力宜しく御願い申し上
げます。

役員ごあいさつ

第２Ｒリジョンチェアパーソン

Ｌ関 口  正 雄
（小樽グリーンＬＣ）

第１Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ紺 谷  ひろ美
（江差ＬＣ）

第１Ｒ第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ中 山  　 守
（函館北斗ＬＣ）

ゾーンチェアパーソン
就任挨拶
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　今期、苫小牧キャビネットＬ髙橋和雄ガバナー
のもと、第２Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソンを拝
命致しました。
　私は、ライオン歴は長いのですが、キャビネッ
トでの経験はほとんどなく、不安を感じながらの
役職かと思いますが、Ｌ関口ＲＣ、第２Ｚ　Ｌ山
下ＺＣと共に力を合わせ、キャビネットと各Ｃが
密に連携がとれるようにしていきたいと考えてお
ります。
　キャビネット役員の皆様、そして各Cの皆様、１
年間どうぞよろしくお願いいたします。

　この度、第２Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソンを
仰せつかりました、倶知安ＬＣ所属のＬ山下です。
331-Ｃ地区ガバナーＬ髙橋和雄の運営方針に従
いまして第２Ｒリジョンチェアパーソン関口Ｌの
指導の下、第１Ｚ木村ゾーンチェアパーソンと協
力しキャビネットと各クラブの連帯を図ってまい
りたいと思っております。力不足ではありますが、
１年間ゾーン委員池田Ｌと共に取り組みます。第
２Ｚの６クラブ会長他メンバーの皆様にはお世話
をおかけすると思いますがご指導、ご協力を賜わ
りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

　前期ＺＣで勉強させて頂きました。今期はクラ
ブ事情と敬愛するスポンサーの雄弁に不用意に堕
ちＲＣを受けました。目下、後悔と責任とが相俟っ
ていますが、ガバナーＬ髙橋和雄の下、スローガ
ンとキーワードをしっかりと啓発しキャビネット
貢献をしていく所存です。輝かしいＬスピリッツ
100年目前ですが時代の変遷により会員ニーズに
応えられず減少が際立ちます。立場上、手法とし
て月間会員増強・退会防止対策を執拗に訴えます
が主権は各々のクラブ運営にあります。地域独自
性・活性化・健全運営等々常にウィーサーブを念
頭に置きキャビネットとの連携・情報共有で関わ
らせて頂きますので、皆様のご協力をお願い致し
ます。

　ライオンズクラブに入会して31年（チャーター
メンバー）になりますが、今回、登別中央ＬＣの
推挙を受け、第３Ｒ第１Ｚのゾーンチェアパーソ
ンの大役を引き受けさせていただきましたが、初
めてのキャビネット出向で、皆さんの足手まとい
なるのではーという不安もありますが、深い見識
と人の気をそらさぬ協調の統率力を兼備した、
ゾーンチャーの仲間に加えていただける事を誇り
に思い、一意専心の気持ちで尽力する覚悟であり
ます。
　また、髙橋和雄ガバナーを支える黒子の１人と
して、331－Ｃ地区第１Ｚに所属するクラブ運営

役員ごあいさつ

第2Ｒ第1Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ木 村  禮 二
（小樽ＬＣ）

第２Ｒ第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ山 下  　 正
（倶知安ＬＣ）

第3Ｒリジョンチェアパーソン

Ｌ田 中  秀 治
（登別ＬＣ）

第３Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ寺 田  澄 男
（登別中央ＬＣ）
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に微力ながらも貢献できるよう鋭意努力してまい
りますので、先輩諸氏の一層のご指導をお願いし
て就任のあいさつといたします。

　今年１年間、第４Ｒのリジョンチェアパーソン
の任に就くことになりました。函館元町ＬＣ所属
Ｌ若杉充宏と申します。前期第４Ｒ第１Ｚのゾー
ンチェアパーソンの経験を生かし、Ｌ髙橋ガバ
ナーの意向を各クラブに確実に反映させるべく努
力をして参る所存です。
　アクティビティーこそが我々奉仕団体の主たる
目的である以上、充実したアクトを行う事こそが
魅力あるクラブ、言い換えれば入会したいと思う
クラブになれる本道と考えます。
　そしてそれを現実のものとする最低限のメン
バー数を確保することが直近の課題でもあります。
どうぞ１年間よろしくお願い致します。

　この度、第４Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソンに
推挙され、キャビネット役員として務めさせてい
ただくことになりました上磯ライオンズクラブの
Ｌ金澤です。役員を承諾後開かれた研修会では、改
めて職責の重さを思い知らされました。浅学非才
をも顧みず承諾した私は、今、身の引き締まる思
いで一杯です。微力ではありますが、Ｌ若杉充宏
リジョンチェアパーソンの指導を仰ぎながら、各

クラブのご意見をお聞きし、キャビネットとの橋
渡し役として、Ｌ小野勝治ゾーン委員と共に一年
間ベストを尽くしたいと思っております。皆様の
ご指導ご協力を心よりお願い申し上げます。

　この度、第４Ｒ第２Ｚのゾーンチェアパーソン
を拝命致しました、八雲ライオンズクラブの高橋
勝子です。
　ゾーンチェアパーソンという大役、そして責任
の重さに身の引き締まる思いであります。
　地区ガバナーＬ髙橋和雄様をはじめ、331-Ｃ地
区の役員の皆様と地域発展の為、協力しあい自身
も切磋琢磨し貢献できればと思っております。
　又、スローガンの意味を認識、探究心を忘れず
に331-Ｃ地区全員並びに役員皆様と手を取り合
いより良いクラブにしていきたいと思っておりま
す。
　皆様のご支援ご指導宜しくお願い致します。

　今期、地区ガバナー髙橋和雄ライオンより331-
Ｃ地区第5ＲのＲＣを任命され、リジョンの運営
責任者としての責務を重く感じながらその任にあ
たります。
　髙橋ガバナーの基本方針に沿い、リジョン内の
各クラブとキャビネットとの連係を密にすること
に努力したいと考えております。

役員ごあいさつ

第５Ｒリジョンチェアパーソン

Ｌ尾 崎  　 徹
（苫小牧白鳥ＬＣ）

就任挨拶
第４Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ金 澤  賢 一
（上磯ＬＣ）

役員就任挨拶

第４Ｒ第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ高 橋  勝 子
（八雲ＬＣ）

ライオンズ役員
就任挨拶

第４Ｒリジョンチェアパーソン

Ｌ若 杉  充 宏
（函館元町ＬＣ）
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　地域社会に対する奉仕活動の強化、特に331-Ｃ
地区にあっては、この地区に有効な奉仕活動への
ＡＣＴエネルギーの傾注が求められていると思い
ます。有効な地域社会への奉仕活動こそが会員の
増強、さらには退会防止へつながり、それぞれが
ライオニズム精神の高揚への足がかりだと思いま
す。
　この１年、メンバー各位様のご指導とご協力を
戴きながらＲＣの任を全うすべく努力したいと
思っております。どうぞ宜しくお願い申し上げま
す。

　この度、ゾーンチェアパーソンの役を、我がハ
スカップライオンズクラブの皆様の推挙と、ご承
認を得て役員の末席に加えさせて頂きました。
　私のような者が務まるかどうか不安もあります
が、精一杯努力したいと考えております。
　しかし、意欲ばかりで務まる役目ではなく、い
ろいろと皆様にご指導をお願いして勉強しなくて
はなりません。
　任期は１年という短い期間ではありますが、私
なりに考え、Ｌ髙橋和雄キャビネットに対して、良
きゾーンチェアパーソンとして第５Ｒ第１Ｚを良
きまとめ役として、１期１年を全うする所存であ
ります。何分にも宜しくお願い致します。

　世界中どんな場所でも数秒間で連絡がとれます。
　親しみと思いやりをもって、夜も昼も、いつ何
時でも胸を開いて語れる相手、温かい交わりを返
してくれる友人が身近に存在しているでしょう
か！
　ライオンズクラブの目的の一つに、友情・相互
理解の絆によって融和を図るとあります。
　このベースの上に奉仕の心を持つ人びとが集う
のではないでしょうか。
　ライオンと呼ばるる人…彼こそライオンと呼ば
るる人
　手を繋ぎ、その和を拡げたいものです。一人で
も多くの方々と「握りあう手に心がかよう」交わ
りを深め微力を尽くしたい。
　331-Ｃ地区、Ｌ髙橋和雄ガバナー、苫小牧キャ
ビネットの役員として、与えられた職責を全うし
たいと思っております。
　皆樣方のご支援、ご指導賜わりますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

役員ごあいさつ

第５Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ後 藤  　 勇
（苫小牧ハスカップＬＣ）

役員就任の挨拶

第５Ｒ第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン

Ｌ両 川  武 弘
（鵡川ＬＣ）
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ゾーンチェアパーソン
函館北斗

Ｌ 中 山　　 守

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
小　樽

Ｌ 木 村　禮 二

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
倶知安

Ｌ 山 下　　 正

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
登別中央

Ｌ 寺 田　澄 男

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
上　磯

Ｌ 金 澤　賢 一

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
八　雲

Ｌ 高 橋　勝 子

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
苫小牧ハスカップ
Ｌ 後 藤　　 勇

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン

ゾーン委員（ＰＲ協力チーム）

鵡　川
Ｌ 両 川　武 弘

Ｐ
Ｒ
・
情
報 

副
委
員
長（
苫
小
牧
）

Ｌ 

藤 

川

　
　

 

学

ＰＲ・情報・ＩＴ　委員会

Ｉ
Ｔ
副
委
員
長（
小
樽
）

Ｌ 

大 

倉

　栄 

治

委
員（
苫
小
牧
中
央
）

Ｌ 

黒 

澤

　英 

治

委
員（
苫
小
牧
白
鳥
）

Ｌ 

門 

別

　紀 

一

委
員（
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ
）

Ｌ 

室 

野

　和 

行

第
１
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

函
館
北
斗

Ｌ 

酒 

井

　好 

一

第
２
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

小
樽
グ
リ
ー
ン

Ｌ 

関 

口

　正 

雄

第
３
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

登
別

Ｌ 

田 

中

　秀 

治

第
４
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

函
館
元
町

Ｌ 

若 

杉

　充 

宏

第
５
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

尾 

崎

　
　

 

徹

ＬＣＩＦ
地区コーディネーター

Ｌ 　　　　　

Ｇ　Ｍ　Ｔ
地区コーディネーター

Ｌ 坂 本　誠 一
余　市

Ｇ　Ｌ　Ｔ
地区コーディネーター

Ｌ 藤 井　幹 久
室蘭東

地区副コーディネーター

Ｌ 北 島　孝 雄
木古内・知内

キャビネット会計

Ｌ 峯 　　繁 實
苫小牧

キャビネット幹事

Ｌ 大 槻　泰 夫
苫小牧

地区ガバナー

Ｌ 髙 橋　和 雄
苫小牧

第１副地区ガバナー

Ｌ 松 浦　則 雄
函館北斗

第２副地区ガバナー

Ｌ 佐々木 忠 康
小　樽

Ｌ 大 捕　良 一
苫小牧白鳥

地区会計監査

Ｌ 工 藤　裕 司
苫小牧中央

前地区ガバナー
地区名誉顧問会議長

Ｌ 奥 山　幸 一
函館臥牛 地区長期リサーチ委員会

Ｌ中嶋 　辛（室蘭北斗）
Ｌ茂尾 　実（黒松内）
Ｌ小玉 　誠（苫小牧白鳥）
Ｌ後藤 　忍（函館グリーン）

Ｌ寿浅 弘幸（伊達）
Ｌ田中 　稔（苫小牧中央）
Ｌ荒川 隆志（室蘭東）
Ｌ小野 善男（函館中央）

地区名誉顧問ライオンズクラブ国際協会 331-Ｃ 地区組織表
（2013年7月～2014年6月）

ガバナースローガン

キーワード：向上心
「新たな黎明のために 一人ひとりが輝ける組織へ」
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大
会
委
員
会

委

員

長

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

石 

丸

　保 

志

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

及 

川

　隆 

人

献
血
・
献
眼
・
献
腎
保
健

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

伊 

尾

　

 

　忠

青
少
年
少
年
キ
ャ
ン
プ

及
び
交
換
委
員
会
委
員
長

苫
小
牧

Ｌ 

工 

藤

　伸 

哉

国
際
大
会
参
加
・
国
際
協
調

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

馬 

場 

金
太
郎

女
性
会
員
増
強
維
持

ラ
イ
オ
ネ
ス
委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

木 

戸

　義 

光

Ｐ
Ｒ
・
情

報
・
Ｉ
Ｔ

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧

Ｌ 

岩 

崎

　悦 

雄

環
境
保
全
・
社
会
福
祉

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

村 

川

　

 

　馨

青
年
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ラ
ー
ト

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
中
央

Ｌ 

川 

西

　新 

一

青
少
年
指
導

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧
中
央

Ｌ 

大 

坪

　
　

 

優

会

則

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧

Ｌ 

榊 

原

　忠 

久

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営

委
員
会
委
員
長

苫
小
牧

Ｌ 

前 

多

　孝 

行

第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

江
差

Ｌ 

紺 

谷 
ひ
ろ
美

第
１
Ｒ
・
第
２
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

函
館
北
斗

Ｌ 
中 
山

　
　

 

守

第
２
Ｒ
・
第
１
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

小
樽

Ｌ 

木 

村

　禮 

二

第
２
Ｒ
・
第
２
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

倶
知
安

Ｌ 

山 

下

　
　

 

正

第
３
Ｒ
・
第
１
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

登
別
中
央

Ｌ 

寺 

田

　澄 

男

第
４
Ｒ
・
第
１
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

上
磯

Ｌ 

金 

澤

　賢 

一

第
４
Ｒ
・
第
２
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

八
雲

Ｌ 

高 

橋

　勝 

子

第
５
Ｒ
・
第
１
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

後 

藤

　
　

 

勇

第
５
Ｒ
・
第
２
Ｚ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

鵡
川

Ｌ 

両 

川

　武 

弘

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

苫
小
牧
中
央

Ｌ 

田 

中

　
　

 

稔

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

東
室
蘭

Ｌ 

荒 

川

　隆 

志

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

函
館
中
央

Ｌ 

小 

野

　善 

男

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員
長

室
蘭
北
斗

Ｌ 
中 

嶋

　
　

 

辛

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
副
委
員
長

函
館
臥
牛

Ｌ 

奥 

山

　幸 

一

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
副
委
員
長

函
館
北
斗

Ｌ 

松 

浦

　則 

雄

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
副
委
員
長

小
樽

Ｌ 

佐
々
木 

忠 

康

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

黒
松
内

Ｌ 

茂 

尾

　
　

 

実

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

小 

玉

　
　

 

誠

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

函
館
グ
リ
ー
ン

Ｌ 

後 

藤

　
　

 

忍

長

期

計

画

リ
サ
ー
チ
委
員

伊
達

Ｌ 

寿 

浅

　弘 

幸

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

岡 

部 

喜
代
司

事務局長

副
委
員
長（
函
館
東
）

Ｌ 

富 

山

　信 

行

副委員長

副
委
員
長
（
函
館
グ
リ
ー
ン
）

Ｌ 

末 

永

　玲 

子

ＹＣＥ

副
委
員
長

Ｌ 

国際大会顧問

副
委
員
長（
苫
小
牧
白
鳥
）

Ｌ 

大 

西

　政 

春

環境・社会福祉

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

中 

山

　秀 

一

副事務局長

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

Ｌ 

周 

佐

　和 

憲

事務局次長

副
委
員
長（
函
館
）

Ｌ 

高 

橋

　正 

人

青年アカデミー・アラート委員会

副
委
員
長（
苫
小
牧
中
央
）

Ｌ 

稲 

葉

　信 

治

副
委
員
長（
苫
小
牧
白
鳥
）

Ｌ 

丹 

羽

　隆 

雄

副
委
員
長（
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ
）

Ｌ 

高 

橋

　雄 

一

副
委
員
長（
苫
小
牧
）

Ｌ 

菅 

原

　
　

 

馨

Ｌ 

福 

森 

希
志
雄

副
委
員
長（
苫
小
牧
）

キャビネット運営委員会

委
員（
苫
小
牧
中
央
）

Ｌ 

佐 

藤

　幸 

博

委
員（
苫
小
牧
白
鳥
）

Ｌ 

和 

嶋

　孝 
俊

委
員（
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ
）

Ｌ 
佐 
藤

　重 

則

委
員（
苫
小
牧
）

Ｌ 

小 

野

　操 

一

委
員（
苫
小
牧
）

Ｌ 

髙 

橋

　

 

　忠

委
員（

　
　）

Ｌ 

会
長 

Ｌ 

前 

田

　勝 

次

函

館

会
長 

Ｌ 

片 

石

　明 

彦

江

差

会
長 

Ｌ 

城
ヶ
端 

政 

次

北

檜

山

会
長 

Ｌ 

石 

渡

　
　

 

基

函
館
す
ず
ら
ん

会
長 

Ｌ 

鴈 

原

　
　

 

徹

奥

尻

会
長 

Ｌ 

久 

保

　龍 

治

函

館

北

斗

会
長 

Ｌ 

五
十
嵐 

捷 

爾

木
古
内
・
知
内

会
長 

Ｌ 

菊 

池

　祐 

司

松

前

会
長 

Ｌ 

藤 

山

　政 

次

福

島

会
長 

Ｌ 

東
海
林 

煇 

征

函

館

巴

会
長 

Ｌ 

吉 

田

　
　

 

功

函

館

東

会
長 

Ｌ 

生 

田

　
　

 

豊

函

館

海

峡

会
長 

Ｌ 

三 

浦

　

 

　優

南

茅

部

会
長 

Ｌ 

土 

谷

　二 

朗

上

磯

会
長 

Ｌ 

西 

崎

　康 

博

函

館

元

町

会
長 

Ｌ 

菅 

原

　
　

 

馨

苫

小

牧

会
長 

Ｌ 

梅 

庭

　和 

敏

静

内

会
長 

Ｌ 

浅 

野

　
　

 

賢

門

別

会
長 

Ｌ 

谷 

口

　貞 

保

新

冠

会
長 

Ｌ 

吉 

原

　成 

昌

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

会
長 

Ｌ 

古 

川

　一 

良

鵡

川

Ｌ 

第
１
Ｒ
第
１
Ｚ

Ｌ 

第
１
Ｒ
第
２
Ｚ

Ｌ 

加 

藤

　朋 

二

小

樽

第
２
Ｒ
第
１
Ｚ

Ｌ 

池 

田 

日
出
夫

倶

知

安

第
２
Ｒ
第
２
Ｚ

Ｌ 

梅 

木

　恭 

子

登
別
中
央

第
３
Ｒ
第
１
Ｚ

Ｌ 

小 

野

　勝 

治

上

磯

第
４
Ｒ
第
１
Ｚ

Ｌ 

第
４
Ｒ
第
２
Ｚ

Ｌ 

畑 

中

　正 

雄

苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ

第
５
Ｒ
第
１
Ｚ

Ｌ 

伊 

東

　範 

充

鵡

川

第
５
Ｒ
第
２
Ｚ

会
長 

Ｌ 

水 

野

　早 

重

苫
小
牧
中
央

会
長 

Ｌ 

中 

村

　幸 

三

早

来

会
長 

Ｌ 

種 

部

　健 

一

厚

真

会
長 

Ｌ 

藤 

澤

　廣 

光

苫
小
牧
白
鳥

会
長 

Ｌ 

館 

山

　数 

也

八

雲

会
長 

Ｌ 

稲 

見

　英 

俊

森

会
長 

Ｌ 

久 

保

　一 

夫

函

館

中

央

会
長 

Ｌ 

高 

橋

　昱 

彦

鹿

部

会
長 

Ｌ 

木 

下

　
　

 

勧

砂

原

会
長 

Ｌ 

小 

池

　凌 

一

函
館
グ
リ
ー
ン

会
長 

Ｌ 

島 

村 

万
貴
子

函

館

臥

牛

会
長 

Ｌ 

寅 

尾

　孝 

昭

小

樽

会
長 

Ｌ 

服 

部

　秀 

己

余

市

会
長 

Ｌ 

谷 

藤

　悦 

子

岩

内

会
長 

Ｌ 

藤 

田

　信 

幸

寿

都

会
長 

Ｌ 

土 

屋

　裕 

美

小
樽
グ
リ
ー
ン

会
長 

Ｌ 

三 

坂

　
　

 

司

黒

松

内

会
長 

Ｌ 

葛 

西

　重 

義

小

樽

中

央

会
長 

Ｌ 

坂 

口

　亜 

子

倶

知

安

会
長 

Ｌ 

鈴 

木

　喜 

明

小
樽
み
な
と

会
長 

Ｌ 

中 

野

　
　

 

清

ニ

セ

コ

会
長 

Ｌ 

渡 

辺

　

 

　昭

京

極

会
長 

Ｌ 

小 

川

　哲 

司

小
樽
う
し
お

会
長 

Ｌ 

児 

玉

　智 

明

室

蘭

会
長 

Ｌ 

安 

中 

美
恵
子

登

別

会
長 

Ｌ 

上 

原 

總
一
郎

洞

爺

会
長 

Ｌ 

本 

所

　光 
男

室

蘭

東

会
長 

Ｌ 

小 

倉

　哲 
彦

伊

達

会
長 

Ｌ 

山 
田

　忠 

博

白

老

会
長 

Ｌ 
高 
井

　智 

志

室

蘭

北

斗

会
長 
Ｌ 
山 

下

　誠 

二

登

別

中

央

会
長 
Ｌ 

佐
々
木 

勝 

彦

胆
振
グ
リ
ー
ン

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
江　差

Ｌ 紺 谷 ひろ美

第
１
Ｒ

リジョンチェアパーソン
函館北斗

Ｌ 酒 井　好 一

第
２
Ｒ

リジョンチェアパーソン
小樽グリーン
Ｌ 関 口　正 雄

第
３
Ｒ

リジョンチェアパーソン
登　別

Ｌ 田 中　秀 治

第
４
Ｒ

リジョンチェアパーソン
函館元町

Ｌ 若 杉　充 宏

第
５
Ｒ

リジョンチェアパーソン
苫小牧白鳥

Ｌ 尾 崎　　 徹

第１Ｒ第２Ｚ
木古内・知内ライオンズクラブ支部 若獅子会

会長  Ｌ 臼 井  哲 也

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
函館北斗

Ｌ 中 山　　 守

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
小　樽

Ｌ 木 村　禮 二

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
倶知安

Ｌ 山 下　　 正

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
登別中央

Ｌ 寺 田　澄 男

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
上　磯

Ｌ 金 澤　賢 一

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
八　雲

Ｌ 高 橋　勝 子

第
１
Ｚ

ゾーンチェアパーソン
苫小牧ハスカップ
Ｌ 後 藤　　 勇

第
２
Ｚ

ゾーンチェアパーソン

ゾーン委員（ＰＲ協力チーム）

鵡　川
Ｌ 両 川　武 弘

Ｐ
Ｒ
・
情
報 

副
委
員
長（
苫
小
牧
）

Ｌ 

藤 

川

　
　

 

学

ＰＲ・情報・ＩＴ　委員会

Ｉ
Ｔ
副
委
員
長（
小
樽
）

Ｌ 

大 

倉

　栄 

治

委
員（
苫
小
牧
中
央
）

Ｌ 

黒 

澤

　英 

治

委
員（
苫
小
牧
白
鳥
）

Ｌ 

門 

別

　紀 

一

委
員（
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ
）

Ｌ 

室 

野

　和 

行

第
１
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

函
館
北
斗

Ｌ 

酒 

井

　好 

一

第
２
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

小
樽
グ
リ
ー
ン

Ｌ 

関 

口

　正 

雄

第
３
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

登
別

Ｌ 

田 

中

　秀 

治

第
４
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

函
館
元
町

Ｌ 

若 

杉

　充 

宏

第
５
Ｒ

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

苫
小
牧
白
鳥

Ｌ 

尾 

崎

　
　

 

徹

ＬＣＩＦ
地区コーディネーター

Ｌ 　　　　　

Ｇ　Ｍ　Ｔ
地区コーディネーター

Ｌ 坂 本　誠 一
余　市

Ｇ　Ｌ　Ｔ
地区コーディネーター

Ｌ 藤 井　幹 久
室蘭東

地区副コーディネーター

Ｌ 北 島　孝 雄
木古内・知内

キャビネット会計

Ｌ 峯 　　繁 實
苫小牧

キャビネット幹事

Ｌ 大 槻　泰 夫
苫小牧

地区ガバナー

Ｌ 髙 橋　和 雄
苫小牧

第１副地区ガバナー

Ｌ 松 浦　則 雄
函館北斗

第２副地区ガバナー

Ｌ 佐々木 忠 康
小　樽

Ｌ 大 捕　良 一
苫小牧白鳥

地区会計監査

Ｌ 工 藤　裕 司
苫小牧中央

前地区ガバナー
地区名誉顧問会議長

Ｌ 奥 山　幸 一
函館臥牛 地区長期リサーチ委員会

Ｌ中嶋 　辛（室蘭北斗）
Ｌ茂尾 　実（黒松内）
Ｌ小玉 　誠（苫小牧白鳥）
Ｌ後藤 　忍（函館グリーン）

Ｌ寿浅 弘幸（伊達）
Ｌ田中 　稔（苫小牧中央）
Ｌ荒川 隆志（室蘭東）
Ｌ小野 善男（函館中央）

地区名誉顧問ライオンズクラブ国際協会 331-Ｃ 地区組織表
（2013年7月～2014年6月）

ガバナースローガン

キーワード：向上心
「新たな黎明のために 一人ひとりが輝ける組織へ」
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初心を忘れず奉仕の心「I Serve」
第1Ｒ第１Ｚ　函館ライオンズクラブ

会長：Ｌ 前 田  勝 次
幹事：Ｌ 福 田  正 樹
会計：Ｌ 久 慈  孝 夫

力を合わせて、心を一つに
第1Ｒ第2Ｚ　函館巴ライオンズクラブ

会長：Ｌ 東海林 煇 征
幹事：Ｌ 伊 藤　眞 悟
会計：Ｌ 佐 藤　達 夫

第1Ｒ第2Ｚ　函館北斗ライオンズクラブ
会長：Ｌ 久 保　龍 治
幹事：Ｌ 白 川　博 康
会計：Ｌ 蛭子井 眞 市

第1Ｒ第１Ｚ　江差ライオンズクラブ
会長：Ｌ 片 石  明 彦
幹事：Ｌ 滝 沢  富 人
会計：Ｌ 田 島  　 元

第1Ｒ第2Ｚ　木古内知内ライオンズクラブ
会長：Ｌ 五十嵐 捷 爾　
幹事：Ｌ 広 瀬　雅 一
会計：Ｌ 岸 本　重 三

第1Ｒ第１Ｚ　北檜山ライオンズクラブ
会長：Ｌ 城ヶ端 政 次
幹事：Ｌ 黒 澤　　 誠
会計：Ｌ 加 藤　　 健

「笑顔でつくす思いやりの心」
キーワード：「感謝」

第1Ｒ第2Ｚ　松前ライオンズクラブ
会長：Ｌ 菊 池　祐 司
幹事：Ｌ 三 上　一 徳
会計：Ｌ 松 尾　佳 清

第1Ｒ第2Ｚ　福島ライオンズクラブ
会長：Ｌ 藤 山　正 次
幹事：Ｌ 湯 田　和 男
会計：Ｌ 加 納　洋 一

今・もう少しの「利他の行を」……
第1Ｒ第１Ｚ　函館すずらんライオンズクラブ

会長：Ｌ 石 渡　　 基
幹事：Ｌ 手 塚　明 彦
会計：Ｌ 石 渡　綾 子

第1Ｒ第１Ｚ　奥尻ライオンズクラブ
会長：Ｌ 鳫 原　　 徹
幹事：Ｌ 佐 藤　和 信
会計：Ｌ 大須田 　 均

第１Ｒ第１Ｚ 第１Ｒ第２Ｚ

クラブスローガンと三役
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「情熱と笑顔でむすぶ明日への奉仕」
キーワード：－進化－

第2Ｒ第１Ｚ　小樽ライオンズクラブ
第2Ｒ第2Ｚ　小樽中央ライオンズクラブ

会長：Ｌ 寅 尾　孝 昭
幹事：Ｌ 山 塙　　 武
会計：Ｌ 會 田　里 砂

会長：Ｌ 葛 西　重 義
幹事：Ｌ 草 野　伸 彦
会計：Ｌ 宮 井　保 朗

「心 響かせ 子供たちの未来に ウィサーブ」 「敬愛の心で紡ぐ　奉仕の糸」
第2Ｒ第１Ｚ　余市ライオンズクラブ 第2Ｒ第 2Ｚ　倶知安ライオンズクラブ

会長：Ｌ 服 部　秀 己
幹事：Ｌ 狩 野　敏 哉
会計：Ｌ 林 　 秀一郎

会長：Ｌ 坂 口　亜 子
幹事：Ｌ 大 廣　 　直
会計：Ｌ 小 林　正 樹

「拡げよう組織の輪 心を一つに奉仕の誓い」 「郷土愛 はぐくむ心で ウィサーブ」
第2Ｒ第１Ｚ　岩内ライオンズクラブ 第2Ｒ第 2Ｚ　小樽みなとライオンズクラブ

会長：Ｌ 谷 藤　悦 子
幹事：Ｌ 中 川　栄 司
会計：Ｌ 北 友　卓 也

会長：Ｌ 鈴 木　喜 明
幹事：Ｌ 濱 田　　 剛
会計：Ｌ 木 田　篤 志

第2Ｒ第１Ｚ　寿都ライオンズクラブ 第2Ｒ第 2Ｚ　ニセコライオンズクラブ
会長：Ｌ 藤 田　信 幸
幹事：Ｌ 斉 藤　捷 司
会計：Ｌ 田 村　英 俊

会長：Ｌ 中 野　 　清
幹事：Ｌ 四 条　幸 一
会計：Ｌ 青 塚　和 幸

「紡いでいこう 力を合わせて ライオニズムを！」
第2Ｒ第１Ｚ　小樽グリーンライオンズクラブ

第2Ｒ第 2Ｚ　京極ライオンズクラブ

会長：Ｌ 土 屋　裕 美
幹事：Ｌ 前 田　耕 治
会計：Ｌ 越 智　裕 人

会長：Ｌ 渡 辺　 　昭
幹事：Ｌ 千 葉　恒 将
会計：Ｌ 高 橋　武 志

「友愛と奉仕の心で　ウィ・サーブ」
第2Ｒ第１Ｚ　黒松内ライオンズクラブ

第2Ｒ第 2Ｚ　小樽うしおライオンズクラブ

会長：Ｌ 三 坂　　 司
幹事：Ｌ 忠 鉢　廣 喜
会計：Ｌ 新 川　幸 夫

会長：Ｌ 小 川　哲 司
幹事：Ｌ 大 森 冨美雄
会計：Ｌ 綱 岸　明 夫

第 2 Ｒ第１Ｚ 第 2Ｒ第２Ｚ

クラブスローガンと三役
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第３Ｒ第１Ｚ　室蘭ライオンズクラブ
会長：Ｌ 児 玉　智 明
幹事：Ｌ 斉 藤　 　博
会計：Ｌ 寺 尾　昌 記

第３Ｒ第１Ｚ　洞爺ライオンズクラブ
会長：Ｌ 上 原 總一郎
幹事：Ｌ 大久保 正 人
会計：Ｌ 毛 利　修 二

「常に強く奉仕と友愛に手を差しのべよう」

「初心忘れず、通い合う心で奉仕」

第３Ｒ第１Ｚ　室蘭東ライオンズクラブ
会長：Ｌ 本 所　光 男
幹事：Ｌ 新 岡　 　元
会計：Ｌ 大 坂　 　要

心と心 手と手を繋ぎ深い絆で
ウィサーブ

決断・スピード・やるなら今だ！
ウィサーブ

「継続は力なり！ 数は論理なり！」
協調と融合  そして明日へ！

キーワード：「一本道」

第３Ｒ第１Ｚ　登別ライオンズクラブ

第３Ｒ第１Ｚ　白老ライオンズクラブ

第３Ｒ第１Ｚ　室蘭北斗ライオンズクラブ

会長：Ｌ 安 中 美恵子
幹事：Ｌ 渡 辺　尚 彦
会計：Ｌ 川 原　征 司

会長：Ｌ 山 田　忠 博
幹事：Ｌ 外 崎　浩 司
会計：Ｌ 谷 野　文 明

会長：Ｌ 高 井　智 志
幹事：Ｌ 長 尾 美穂子
会計：Ｌ 二階堂 裕 司

第３Ｒ第１Ｚ　伊達ライオンズクラブ
会長：Ｌ 小 倉　哲 彦
幹事：Ｌ 山 木　博 孝
会計：Ｌ 佐 藤　裕 幸

第３Ｒ第１Ｚ　胆振グリーンライオンズクラブ
会長：Ｌ 佐々木 勝 彦
幹事：Ｌ 小 松  広 昭
会計：Ｌ 矢 場  浩 司

友愛と誠の気持ちでウィサーブ
第３Ｒ第１Ｚ　登別中央ライオンズクラブ

会長：Ｌ 山 下　誠 二
幹事：Ｌ 梅 木　恭 子
会計：Ｌ 乾 　 伸一郎

第３Ｒ第１Ｚ

クラブスローガンと三役
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仲間がいるから 喜び分ち合い
  ウィサーブ

第4Ｒ第１Ｚ　函館東ライオンズクラブ
会長：Ｌ 吉 田　　 功
幹事：Ｌ 吉 田　　 寛
会計：Ｌ 若 狭　　 正

第４Ｒ第2Ｚ　八雲ライオンズクラブ
会長：Ｌ 館 山　数 也
幹事：Ｌ 黒 島　竹 満
会計：Ｌ 千 田　浩 文

第４Ｒ第2Ｚ　森ライオンズクラブ
会長：Ｌ 稲 見　英 俊
幹事：Ｌ 武 蔵　高 明
会計：Ｌ 東 谷　幸 則

「明るく  楽しく  面白く」
第４Ｒ第2Ｚ　函館中央ライオンズクラブ

会長：Ｌ 久 保　一 夫
幹事：Ｌ 前 田　克 俊
会計：Ｌ 高 橋 江利香

「友情～信頼～絆はライオンの心」
第４Ｒ第2Ｚ　鹿部ライオンズクラブ

会長：Ｌ 高 橋　昱 彦
幹事：Ｌ 鈴 木　昌 志
会計：Ｌ 人 見　悟 史

「 信 頼 」
第４Ｒ第2Ｚ　函館グリーンライオンズクラブ

会長：Ｌ 小 池　凌 一
幹事：Ｌ 末 永　玲 子
会計：Ｌ 星 野　政 司

第４Ｒ第2Ｚ　函館臥牛ライオンズクラブ
会長：Ｌ 島 村 万貴子
幹事：Ｌ 石 岡　憲 義
会計：Ｌ 嘉 堂　卓 也

未来の子供に希望が持てる地域奉仕の心 拡げよう友情の絆
第４Ｒ第2Ｚ　砂原ライオンズクラブ

会長：Ｌ 木 下　　 勧
幹事：Ｌ 新 谷　春 勝
会計：Ｌ 工 藤　　 優

「ウィサーブの名の下、未来に向け、一歩前進」
第4Ｒ第１Ｚ　函館海峡ライオンズクラブ

会長：Ｌ 生 田　　 豊
幹事：Ｌ 徳 原　邦 彦
会計：Ｌ 田 畑　昌 彦

第4Ｒ第１Ｚ　南茅部ライオンズクラブ
会長：Ｌ 三 浦　　 優
幹事：Ｌ 吉 田　充 信
会計：Ｌ 相 馬 陽一郎

「子ども達の輝く笑顔に未来を托してウィサーブ」
第4Ｒ第１Ｚ　上磯ライオンズクラブ

会長：Ｌ 土 谷　二 朗
幹事：Ｌ 白 石　勝 士
会計：Ｌ 濱 田　明 彦

「一致団結・皆が主役」
第4Ｒ第１Ｚ　函館元町ライオンズクラブ

会長：Ｌ 西 﨑　康 博
幹事：Ｌ 梅 谷　雅 行
会計：Ｌ 内 山　久 子

第4Ｒ第１Ｚ 第4Ｒ第２Ｚ

クラブスローガンと三役
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〈絆と和、さらなる奉仕にウィサーブ〉
第５Ｒ第１Ｚ　苫小牧ライオンズクラブ

会長：Ｌ 菅 原　　 馨
幹事：Ｌ 工 藤　伸 哉
会計：Ｌ 山 田 眞理子

会員増強に全力投球
キーワード：「若返り」

ちょっとのぞいてみたくなる
苫小牧中央ライオンズクラブ　ウィサーブ

「献身と情熱をもって呼びかけに応え、
喜びを共有し、明日に希望を繋ごう」

第５Ｒ第2Ｚ　鵡川ライオンズクラブ

第５Ｒ第2Ｚ　苫小牧中央ライオンズクラブ

第５Ｒ第2Ｚ　苫小牧白鳥ライオンズクラブ

会長：Ｌ 古 川　一 良
幹事：Ｌ 吉 田　浩 子
会計：Ｌ 古 川　慎 吾

会長：Ｌ 水 野　早 重
幹事：Ｌ 柳 原　義 文
会計：Ｌ 成 田　静 治

会長：Ｌ 藤 澤　廣 光
幹事：Ｌ 下谷内 浩 二
会計：Ｌ 鈴 木　秀 作

「出来ることからはじめよう ライオンの仲間と一緒に」
キーワード：【楽しむ】

第５Ｒ第１Ｚ　静内ライオンズクラブ
会長：Ｌ 梅 庭　和 敏
幹事：Ｌ 菅 沼　　 学
会計：Ｌ 石 井　　 諭

奉仕の心 つないでいこう 次の世代へ
第５Ｒ第2Ｚ　早来ライオンズクラブ

会長：Ｌ 中 村　幸 三　
幹事：Ｌ 大 井　信 弘
会計：Ｌ 石 井　寿 之

「地域に響け奉仕のまこと」
第５Ｒ第１Ｚ　門別ライオンズクラブ

会長：Ｌ 浅 野　　 賢
幹事：Ｌ 藤 井　　 明
会計：Ｌ 望 月　　 章

第５Ｒ第2Ｚ　厚真ライオンズクラブ
会長：Ｌ 種 部　健 一
幹事：Ｌ 宮 下　重 雄
会計：Ｌ 高 橋　　 茂

第５Ｒ第１Ｚ　新冠ライオンズクラブ
会長：Ｌ 谷 口　貞 保
幹事：Ｌ 田 外　　 清
会計：Ｌ 伹 野　裕 之

「明日に向って みんなの力で ウィサーブ」
第５Ｒ第１Ｚ　苫小牧ハスカップライオンズクラブ

会長：Ｌ 吉 原　成 昌
幹事：Ｌ 佐 藤　重 則
会計：Ｌ 高 橋　雄 一

第５Ｒ第１Ｚ 第５Ｒ第２Ｚ

クラブスローガンと三役
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 エコー誌投稿のお願い及び報告締切の厳守のお願い

R Z 訪問日 曜日 役員打合せ 公式訪問 当番クラブ 開催場所 訪問クラブ

1 2 7月26日 金曜日
16：00　　　　　

〜
18：00

18：00　　

〜

20：00　　
松　前 温泉旅館　矢野 木古内・知内、松前、福島

4
1
・
2

7月27日 土曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
函館元町 函館国際ホテル 函館東、函館中央、函館海峡、南茅部、上

磯、函館グリーン、函館元町、函館臥牛

2
1
・
2

8月2日 金曜日
16：00

〜

18：00

18：00
〜

20：00
岩　内 いわない高原ホテル 余市、倶知安、ニセコ、京極、 岩内、寿都、

黒松内

2
1
・
2

8月3日 土曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
小樽

グリーン ニュー三幸 小樽、小樽中央、小樽みなと、小樽グリー
ン、小樽うしお

5 2 8月8日 木曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
厚　真

厚真町総合福祉センター
2F第2会議室

こぶしの湯あつま
鵡川、早来、厚真

5 1 8月9日 金曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
静　内 ピュアプラザ　多目的室 静内、門別、新冠

3 1 8月10日 土曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
伊　達 ホテルローヤル 室蘭、室蘭東、室蘭北斗、伊達、 洞爺、登

別、白老、登別中央、胆振グリーン

4
1
・
2

8月23日 金曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
森 プラザ武蔵 八雲、森、鹿部、砂原

1
1
・
2

8月24日 土曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
函館　　　　

すずらん　　 五島軒本店 函館、函館北斗、函館巴、函館すずらん、
函館LsC

1 1 8月25日 日曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00　　
北檜山 温泉ホテルきたひやま 江差、北檜山、奥尻

5
1
・
2

9月5日 木曜日
16：00

〜

18：00

18：00

〜

20：00
苫小牧 ＧＨニュー王子 苫小牧、苫小牧中央、苫小牧白鳥、苫小牧

ハスカップ、苫小牧LsC

ク　ラ　ブ　名 Ｃ　Ｎ 開　催　年　月　日 開　催　場　所

函 館 東 Ｌ Ｃ 創立55周年 2013年 ９ 月15日（日） ホテル函館ロイヤル

岩　　 内 Ｌ Ｃ ＣＮ51周年 2013年10月23日（水） 未　　定

黒 松 内 Ｌ Ｃ ＣＮ20周年 2014年６月15日（土） 黒松内町町民センター

函 館 元 町 Ｌ Ｃ ＣＮ15周年 未　　定 未　　定

■地区ガバナー公式訪問日程予定表（2013年7月～ 2014年6月）

■クラブ周年行事予定表（2013年7月～ 2014年6月）

ガバナー公式訪問日程とクラブ周年行事予定

　表紙の写真は季節を感じさせる風景などを予定しています。ご自慢の写真があり
ましたら是非投稿をお願いいたします。（写真にまつわる文章も添付してください）
その他、掲載希望の記事や写真がありましたらふるってご投稿ください。また、ご
意見ご要望など是非お聞かせ下さい。
　アクティビティ報告は、マンスリー締切日を遅れた場合、次号繰越となりますの
で御了承下さい。　　　　　　　　　　E-mail：cab331-c ＠ bz04.Plala.or.jp

　函館キャビネットから引継ぎ、キャビネット事務局員という重責を感じながらの
スタートとなりました。多くの方々の協力とご指導を宜しくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　小 亀 恵美子・仲 田 夏 美

〒053-0022 苫小牧市表町2丁目3-18 富士ビル5F
電話0144-82-7684・FAX0144-82-7694

　初夏の風が爽やかな今日この頃です
が、ライオンズの皆さまいかがお過ごし
でしょうか。エコー誌第１号は新キャビ
ネットＰＲ・情報・ＩＴ委員会の初仕事
であるため、戸惑いながらのスタートと
なりましたが、スタッフ一同力を合わせ
乗り切りたいと思います。各クラブＰＲ
委員の寄稿をお願い致します。

委 員 長　岩 崎　悦 雄
副委員長　藤 川　　 学
委　　員　黒 澤　英 浩
　　　　　門 別　紀 一
　　　　　室 野　和 行
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苫小牧キャビネット事務局紹介



ライオンズクラブ国際協会331-C地区

苫小牧キャビネット事務局
〒053-0022
北海道苫小牧市表町2丁目3番18号  富士ビル5F
TEL（0144）82-7684 FAX（0144）82-7694
E-mail：cab331-c@bz04.Plala.or.jp

夏の訪れを告げるハスカップの実

苫小牧市の高丘森林公園にあるハスカップが
実る。苫小牧のシンボルともいえる濃い紫色の
小さな実のハスカップは、火山灰地の原野や
湿原に生える落葉低木。勇払原野に多く自生
し、1986年に苫小牧市の「木の花」に制定さ
れた。




